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第
4
章

助
け
合
い
・
共
に  

生
き
る

道徳・学級活動

ぼくと  お父
とう

さんの

　　ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

かつどう

　３月
がつ

11 日
にち

、東
ひがし

日
に

本
ほん

で  大
おお

きな  地
じ

しんが  おきました。

ぼくは、その  時
とき

  学
がっ

校
こう

の  教
きょう

室
しつ

に  いました。  

ガ
が

タ
た

ガ
が

タ
た

と  たくさん   ゆれたので、  つくえの  下
した

に

もぐりました。すごく  こわかったです。

　地しんが　おきてから、ぼくは　お父さんたちの　

ボランティアを  手
て

つだいました。

　一
いっ

回
かい

目
め

と  二
に

回
かい

目
め

は、中
なか

新
にい

田
だ

の  子
こ

どもまつりと、  

小
お

の田
だ

で  ぼ金
きん

かつどうを  しました。しんさいに  あった  

人
ひと

たちに  元
げん

気
き

に  なって  もらいたくて、  大きな  声
こえ

で  

がんばりました。たくさんの  人たちが  ぼ金を  して  

くれて  うれしかったです。ぼ金を  して  くれた 

人たちは、とても  やさしい  人だと  思
おも

いました。

その  お金
かね

で  ひさい地
ち

の  人たちが  たすかって  ほしいと

思いました。

　三
さん

回
かい

目
め

は、お父さんの  友
とも

だちと　いっしょに、

石
いし

のまきの  みなと小
しょう

学
がっ

校
こう

に  行
い

きました。

みなと小学校には、  ぼ金かつどうで  あつまった  お金で、

小の田で  とれた  やさいや  つけもの、ア
あ

イ
い

ス
す

ク
く

リ
り

ー
ぃ

ム
む

や　

なっとうを  もって  行きました。  

みんな  すごく  よろこんで  くれました。

　おいしい  やさいを  たくさん  食
た

べて  がんばって

ほしいと  思いました。また  みなと小学校に  行った

ときは、  なかよく  なった  友だちと  いっしょに　

あそんで　元気に　して　あげたいです。

　そして、これからも  ボランティアかつどうを  

お父さんと  いっしょに  つづけて  いって、みんなを  

え顔
がお

に  したいです。
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